
廃棄コスト減につながった 
廃棄容器の見直し

大石　当院は、病院全体として医療安全

に対する意識が高く、比較的早い時期か

ら感染対策に乗り出しており、1990年代
から鋭利器材専用廃棄容器を採用してい

ました。抗がん剤専用廃棄容器に関して

も、抗がん剤のミキシング業務を本格的

に稼働させた当初から導入しています。

髙木　抗がん剤のミキシング業務の立ち

上げは、当院の現薬剤長が中心となって

行われました。東北大学で研修を受けた

上で、大学病院のシステムなどを参考に

当院のミキシング業務のシステムを構築

したという流れです。

　抗がん剤専用廃棄容器の採用後、医療

廃棄物の分別に関しては、当院の施設基

準で「赤色の鋭利器材専用廃棄容器には

血液汚染など感染性廃棄物を、黄色の抗

がん剤専用廃棄容器には抗がん剤関連

の廃棄物を」と定めています。

大石　病棟や調剤室では、両方の専用

廃棄容器を設置しています（写真1）。そ
して、専用廃棄容器の設置位置に写真

入り「医療廃棄物分別表」を掲示して、専

用廃棄容器の適正な使用を促しています

（写真2）。
　現在採用している廃棄容器は、数年前

に採用品の見直しを行った際に導入した

ものです。従来採用していた廃棄容器は、

廃棄容器を設置する専用カートが高価

で、耐久年数を過ぎた際の更新に莫大な

費用がかかると予想されたこと、それか

ら実際に破損が多くなってきたことなど

の懸念事項がありました。

　そこで様々な製品を検討したのです

が、サイズが充実していたこと、上部が半

透明で中身を視認できること、特に抗が

ん剤の曝露対策への意識が進んでいる

米国の規格に沿った廃棄容器であり、信

頼できると感じたことが決め手となり、

BD™ ケモセラピーコレクター、BD™ シャー
プスコレクターの導入を決定しました。

　さらに、コスト面も試算したところ、従

来品よりカート、および廃棄容器1Lあた
りの価格が安価であったため、コスト削

減につながると予想されました。そこで、

病院に掛け合って、一斉に切り替え、現在

の状況での設置につなげました。

多職種で進める
廃棄時の抗がん剤曝露対策

宮城県北部の地域医療を支える大崎市民病院は、地域がん診療拠点病院として

外来化学療法を含めたがん治療にも力を入れており、年間の化学療法件数は延

べ6,917件に上ります（2013年4月～2014年3月）。抗がん剤のミキシング業務立
ち上げ時から適正な抗がん剤曝露対策の構築にも乗り出た大崎市民病院では、

その後、安全性を重視し、廃棄に至るまでの一貫した曝露対策を実施するため、

BD™ ケモセラピーコレクター 抗がん剤曝露防止用コンテナーを全館導入してい
ることから、今回、感染管理室係長の大石貴幸氏と薬剤部の髙木宏和氏にBD™ 
ケモセラピーコレクター導入の経緯と使用の実際について伺いました。
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写真1／病棟ナースステーション
での専用廃棄容器設置状況

写真2／大崎市民病院医療廃棄物分別表



※ご所属は取材当時のものです。

髙木　BD社の廃棄容器には外側に容量
の8分目を示すラインが明記されている
点も、非常に有用だと感じました。廃棄容

器は、安全上の観点から8割程度溜まっ
た時点で廃棄しなければなりませんが、

感染対策や抗がん剤曝露対策の意識が

薄いと、つい満杯まで入れたくなってしま

います。視覚的に注意を促すことができる

という点は適正使用につながると考えて

います。

大石　日常業

務の中で廃棄

容器の適正使

用を維持するに

は、ICTの働き
が重要と考えて

います。そこで、

当院では、ICT
が週1回の病棟
ラウンドの中で

廃棄状況の確認と、写真付き報告書を使

用したフィードバックを行っています。報

告書に写真があると、どのような点が悪

かったのかが理解しやすいようです。写

真付きの報告書でのフィードバックを開

始した当初は感染性廃棄物が非感染性

廃棄物の廃棄容器に廃棄されていた例

などが散見されましたが、3年間ほど継続
した結果、最近では不適切な廃棄はほと

んど見られなくなりました。

密閉してから専用容器に廃棄、 
抗がん剤関連の廃棄の実際

大石　当院では、72.0LのBD™ ケモセラ
ピーコレクターを各病棟のナースステー

ションと薬剤部に設置しています。

　病棟で抗がん剤を投与した場合、ナー

スカートに設置したポリ袋に入れて口を

結び、ナースカートに乗せて廃棄容器設

置場所まで運んで、廃棄しています。ベッ

ドサイドには、ご家族など様々な方々が

いらっしゃいますので、あえて廃棄容器を

置かないようにしています。また、誤って

ナースステーション内の廃棄場所に一般

の方が入ってしまわれた場合にもリスク

が回避できるよう、BD™ ケモセラピーコ
レクターの蓋は閉めておくように周知し

ています。

髙木　薬剤部では、抗がん剤調製を外

来化学療法室に併設されたサテライト

ファーマシーに集約しています。サテライ

トファーマシーの2台の安全キャビネット
の脇にBD™ ケモセラピーコレクターを設
置して、使用しています。

　2015年に『がん薬物療法における曝
露対策合同ガイドライン』が発表されま

したが、当院では、以前から欧米のガイド

ラインに準拠した抗がん剤曝露対策を

厳密に行っています。サテライトファーマ

シー入室時には、必ず、マスクと帽子を着

用し、手洗い後にグローブを装着、サテラ

イトファーマシー内専用白衣に着替え、ガ

ウンを着用するというものです。

　調製時に出た抗がん剤関連の廃棄物

は、安全キャビ

ネット内でチャッ

ク付ビニール袋

に入れ、チャック

を閉めた上で、

BD ™  ケモセラ
ピーコレクター

内に廃棄してい

ます（写真3）。

抗がん剤曝露対策は  
多職種からなるチームで対応を

大石　医療安全のひとつとして、抗がん

剤曝露対策を講じることは重要です。しか

し、抗がん剤曝露対策となると、感染管理

室だけの業務では追いつかない部分が

あります。そこで、当院のように薬剤師を

はじめ、多職種からなるチームで協力し

て行うことが必要だと考えます。

髙木　当院では、腫瘍内科の医師が中

心となって、抗がん剤曝露対策を進め

ており、現在、閉鎖式薬物移送システム

（CSTD）の導入を検討しています。
　この動きに応じて、看護師・薬剤師の職

業曝露に対する意識も少しずつ高まって

いるように感じます。

大石　抗がん剤曝露対策として、適切な

廃棄容器の導入と適正な使用は不可欠

です。しかし、そうとは分かっていても、新

たに導入することはなかなか難しいと思

われます。このような場合は、自分たちだ

けではなく、病院を説得できるキーパー

ソンの協力を得ながら病院内でチームを

組んで導入、そして適正使用を進めていく

と効果的でしょう。

SS-030-00

大崎市民病院

大崎市病院事業の一環として、宮城県

大崎市が運営する。宮城県北唯一の救

命救急センターを併設し、地域の高度

専門医療を担う。2014年7月には大崎
市古川穂波地区に移転し、500床の新
施設での運営を開始した。東北大学大

学院医学系研究科と連携し、宮城県北

先制医療学講座を設置している。

大石 貴幸 氏

髙木 宏和 氏

写真3／抗がん剤関連の廃棄物を
廃棄する様子


